
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「コガネムシ科 カナブン」      「ツノトンボ科 ツノトンボ」    「セミ科 アブラゼミ」 
体長 22～30mm。クヌギなど広葉樹   開張 63～75mm。チョウのような   全長 53～60mm。茶色のまだら   
の樹液を餌とする。似ているコガネ  長い触覚が特徴。トンボではなく  模様の翅のおなじみのセミ。 
ムシはサクラなどの葉を餌とする。  ウスバカゲロウなどの仲間。    成虫の寿命は最長１ヶ月。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆「シソ科 クサギ」☆   ☆「モクレン科 オガタマノキ」☆   ☆「クワ科 イヌビワ」☆ 
日当たりの良い野原などに生える  日本に自生するモクレン科では   雌雄異株の落葉小高木。ビワ 
落葉小高木。甘い香りを放ち、昼  唯一の常緑樹。直径 1.5cmほど   ではなくイチジクの仲間。雌 
間はチョウ、夕方はガが訪花する。 の果実が色づいてきた。      株の果のうは黒色に熟し甘い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「キジカクシ科 ヒメヤブラン」 ☆「シソ科 アキノタムラソウ」☆ ☆「キンポウゲ科 センニンソウ」☆ 
日向を好む多年草。花茎は 10cm  野原に普通に生える多年草。草  常緑つる性の半低木。直径 2～3cm 
～15cmと小さい。葉より低い位  丈は 20～80cmにもなる。花は   の白い花は上を向いて全開する。 
置に薄紫色の花をつける。    薄紫色で 7～11月にわたり咲く。  別名「ウマクワズ（馬食わず）」 
 

☆印はビジターセンター周辺でも咲いているので、車イスで見に行くこともできますよ♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                宇久井ビジターセンター 

                                2020 年 8 月後半号 

 

ようこそ♪ 宇久井ビジターセンターへ♪ 残暑お見舞い申し上げます。 

夏バテしないように気をつけましょう！ 

8月に宇久井半島で見られるなかまたち！ 

 




